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目的 肝臓転移を起こした眼球悪性黒色腫の予後因子 
データソース  
研究の選択  
データ抽出  

主な結果 

MD Anderson。 23 年間 201 例の肝転移眼球悪性黒色腫の予後

因子の検索。全身化学療法の RR1％以下。塞栓化学療法は

36％。多変量解析では血清アルカリフォスファターゼと転移

のなかった期間。 

 

結論 

眼球悪性黒色腫の肝転移の治療としては CDDP を中心とした化

学塞栓療法のみが奏効率の意義ある改善を供する 

ﾚﾋﾞｭｰ研究の6項目 
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